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モデルの構築 に際 し,つ ぎの諸仮定が設定 され る。
(1>初期 において,同 質な平野上 に大き さの異な る市場規模 を有す る2
つの市場が比較的離れた所 に存在す る。
② 市場 と市場の境界地 に一定期 間をおいて市場 ができ,そ のプ ロセ ス
が繰 り返 され る。 ただ し,市 場規模 には上限があ りll,市場 は初期の
大 きい市場(第1ラ ンク)の 方 向に拡大 されてい く2)。
(3>それ ぞれ の市場 に駅 が立地 される110(図1参照)
ここで は,ま ず規模 において2つ の異 な る市場 が遠 方に存在す ることか
ら出発す る。 ただ し,0<β<1で あ る。
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n=5の ケ ー ス の 市 場 の 半 径:r5=t
an4




nケ ー スにお ける市場の 半径:r　=(1)
tan8
で ある。 ここで一 方向 における市場の数 をm個 に限定 して,最 後の市場
と初期の市場 との距離が相対的 に微小 な ものと して無 視す ると考え,さ ら

















この(2)式 を連続関数 の形 で表す と,



























で表 され る。 したが って,駅 間距離 は1をmで 除す ことによ って,
舌一譜 識2[音一(音刈 (7)
が導 びかれる。 この(6)お よび(7)式 か ら,鉄 道距離 および駅 間距離は
と もに都心部 の初期 の市場 規模に依存 して いることを示 してい る。
図2は,都 心部 の市場 が他 の市場 の動 きの変化 に対 しての全体 の動 きを
∫o =10お よび4≦m≦80と して描つ かむた めに,-5≦ α ≦-5,tanB
かれて いる。
さ らに,図3か ら鉄道距離 および駅 間距離 につ いて初期 の市場 規模 の推
移別 に見 る と,(a)お よび(b)は1〈 αの場合で あ り市 場がで きてい く
ことによって,初 期 の市場(事 後的に大都市)に 集積の経済 が生 じる(市
場規模 が逓 増的 に増大 す る)ケ ースを,(c)お よび(d)は0<α 〈1の
場合であ り市場がで きてい くこ とによ って,初 期の市場規模が逓減 的に増





ス(1≦ α ≦0)を,(g)お よび(h)はll∫場規模 が急 に減 少す るケー
ス(-5≦ α≦1)を それぞれ示 して いる。
以一ドには・t藷 一10,4≦m<8・ と して3次 元の図が描かれて いる・
7
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図3の(c)お よび(d)か らαが1に 近いほど,ま た駅数が多くなる












の(g)および(h)か らαが一3から一5においては5な いしは6く ら
いの駅数で最長の鉄道距離および駅間距離が達成されるが,7以一ヒの駅
数ではほとんど駅間距離は存在 しないくらい短いことを示 している。ま




















なって,市場が拡大してい く。 市場が予測される所に駅がつ くられること
を考えよう。
まず,図6か ら既存の市場が2つ の場合はそれぞれの駅と開発される駅
1つを加えて3つ である。さらに,市 場が3つ の場合は開発される駅2つ





























され る駅を含 めて9つ のケースが示 されてい る。 この プロセスを式 で示 す
と,
s=2m-1 (1)
で表 され る。 ただ し,S:駅 数,m:市 場 の数
ここで,一 定 の地域 において市場 の数が増加す るにつれ市場 間距離 が短
くな って いき,新 たな市場 の必 要性 がな くな る。 それ ゆえ長期的状態 にお





ただ し,1:初期の2つ の同一の規模を有する市場間距離(実 際には端に
位置する地域間の直線距離を意味する)
また,(2)式から
現2=1ま た はm=yc (3)
で表 される。 この(3)式 を(1)式 に代入す ると,
Sニ2π 一1 (4)




で あるこ とか ら19で あ り,都 心 か らは駅数 が9つ とい うこ とにな る。 ま
た平均駅間距離 は約5.6kmであ る。
上記モデルは,鉄 道駅 ばか りで はな くバ スの停留所の立地 につ いて も同
様 の ことが言 え る。
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